
海抜表示プレートを作って
津波について考えよう

和歌山県串本町

杉本 隆晴

２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



串本町
１５,３５１人 ６,９０２世帯

面積８９.７７㎡

本州最南端の町、潮岬、橋杭岩
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橋杭岩

潮岬
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海金剛
エルトゥールル号

遭難慰霊碑

デニズマン
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１０分以内に津波がやって来る
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海抜表示プレート作成のねらい

• 海地震が発生する可能性が高いのは30年後

→ 現代の中学生が社会で重要な地位に

• 自分たちの地域の再確認

• 中学生が取り組む → 地域の関心度ＵＰ

• ピクトグラムの学習

• できれば海抜表示の統一

（ピクトグラム化）
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上野道親睦会 ５箇所に設置

二色区自主防災会

区が決めた避難場所附近に設置（11箇所）

和深区長会 海抜の低い地域に5箇所設置

有田区自主防災会 １５箇所に設置

堀笠島自主防災組織 ８箇所に設置

田並自主防災協議会 ２種類設置
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海抜プレートの作り方
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① ②

③ ④
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海抜は
道路台帳から

赤い○で
囲んでいるの
が海抜
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測量箇所；７８箇所
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田 並 中 学 校
（生徒数：１５人）

• １１月８日 午後１時１０分～

（総合的な学習の時間２コマ）

• プレート作成（１０枚）

• 林勲男先生の講和

（パプアニューギニアの津波について）

• 「ピクトグラムって何・・・」（杉本）

• 海抜表示プレートの準備は役場で
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串本町立田並中学校の取り組み

田並中学校（生徒数；１５人）

総合的な学習で１年生～３年生までを３ブロック
に分けて取り組む。

【１学期】
①校区住民の南海地震に対する意識調査

10～80代の年代別
田並・江田地区の約30％にあたる299人

②家屋の倒壊危険度調査
③老人世帯状況調査
④５mの津波を想定。地図に標高５mの線引き。

【２学期】
ブロックごとにテーマを調整
○より安全な避難ルート調査
○『地震の備え』のリスト作成
○高齢者に焦点を当てた避難ルート調査
○『地震豆知識』の作成

２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



バザー売上で防災備品購入 中学生が文化祭で企画 串本町田並

串本町立田並中学校 （橋本博校長、生徒１５人） の生徒会は２０日 （土）、第
１回田並地域文化祭で、防災基金創出を目的に、 リサイクルバザーを開催する。
同校体育館で午後３時から。田並区、自主防災協議会が協力。
同校は昨年、 １年間かけて総合的な学習の時間を利用し、 南海地震を研究。

今年度も地域とともに防災活動に取り組んでいる。

自主防の会合で、 防災用品を備蓄したいが、予算が不足していることを知った
荒堀弘樹生徒会長 （３年） は学校に相談。 バザーを企画し、 売上金を購入資金
に充てることを決めた。
１０月からポスターや回覧板、区内放送で不要品の拠出を呼びか

けたところ、 衣料品や食器などが続々と寄せられている。
荒堀会長は 「まさかこんなに集まるとは」 と感謝。 「新潟の例を見

ても２週間は孤立することを考えないといけない。 毛布やアルミブラ
ンケット （保湿力は繊維毛布の５～６倍） を購入し、 避難所に保管し
たい。将来は食料の備蓄も考えないと」 と話している。
防災学習を通じ、 地震はすっかり身近なものに。 「自分たちに出来

る範囲で、地域の助けとなるよう頑張りたい」。
次代のリーダーは確実に育ち始めている。 2004/11/18付 南紀州新聞
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中学生が防災率先 バザー売上で備蓄品購入 串本町立田並中

串本町立田並中学校 （橋本博校長、生徒１５人）は２０日、 地域の防災備品購入を目指し
たリサイクルバザーを開き、大勢の来場で賑わった。 売上は４万９２８５円で２４日、田並自主
防災協議会に報告。 綿毛布の５～６倍の保湿力があるという防災毛布、 アルミブランケット
（１枚５００円程度） を購入し、 避難所でもある中学校に保管する。 同協議会は 「中学生が率
先して防災に取り組んでくれるのは有り難い」 と歓迎している。
同校は昨年、総合的な学習で南海地震を研究。 防災対策の最重要課題の一つに浮かび上

がったのが、備蓄品の必要性だった。 「大きな地震があれば、交通網が寸断され、町に備蓄
があっても運ぶことができない。地域の避難所ごとに備えが必要」 と荒堀弘樹・生徒会長 （３
年）。自主防の会合で、 アルミブランケットの購入を提案したが、資金が不足していることが分
かった。 それならバザーで調達しようと企画が膨らんだ。
１０月初めから回覧板など通じ、地域に協力を呼びかけ。 衣料品や食器など４００点以上が

集まった。学校菜園で生徒たちが栽培したサツマイモを使った天ぷらも販売。 値段も１０円か
ら３０００円と幅広く、 タイムサービスもあった。 近所の
主婦は 「掘り出し物がいっぱい」 と両手に袋を抱えニッ
コリ。 「家では懐中電灯を用意し、 リュックに着替えな
ど入れ、防災対策をしている。避難所に備蓄があれば
心強い」 と中学生の取り組みに賛同していた。荒堀会
長は 「たくさんの方に買っていただきうれしい。少しで
も地域の防災に貢献できれば」 と話している。
２４日の自主防の会合でも、 水や食料など。避難所生

活者を想定した備蓄が議題の一つとなった。
2004/11/26付 南紀州新聞
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和 深 中 学 校
（生徒数：２９人）

• １１月２５日 午後１時３０分～

（総合的な学習の時間２コマ）

• プレート作成（１５枚）

• 地域住民の体験談（1946年南海地震）

• 「ピクトグラムって何・・・」（杉本）

• 「津波から命を守るために！」

消防庁CD-ROM
• 海抜表示プレートの準備は役場で
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ピクトグラムって何？・・・ 海抜表示プレート作成説明

海抜表示プレート作成 海抜表示プレート作成
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昭和南海地震体験談 昭和南海地震体験談

昭和南海地震体験談
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プレート完成品
（和深中）
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プレートの設置
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プレートの設置
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串 本 中 学 校
（生徒数：２１８人）

• ３学期の総合的な学習の時間を利用。

１年生全員がプレート作成して店舗や公
園、公共施設などに設置（７３枚）

• 林勲男先生の講和 （2004/12/26インド
洋大津波、パプアニューギニアの津波）

• 「ピクトグラムって何・・・」（杉本）

• アンケート、指令「串本を救うには？」

• プレートは生徒が一から作成
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プラン実施

第１回目

林勲男先生のお話

杉本説明
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林先生のアンケート結果
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「ピクトグラムって・・・何？」

• ピクトグラム＝絵文字・絵記号

• 外国人、子供、お年寄りに優しいコミュニ
ケーションツール

• ３つの機能（アイコン、サイン、教育）

• 共通認識が必要（ISOルール、形、色）

• 津波ピクトグラム

• 過去の浸水域、予測浸水域と設置箇所
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Safety Signsにおける幾何形態の意味 安全色の意味
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⑤
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林勲男先生のお話

• 津波は日本だけのものじゃない

パプアニューギニアの研究

海岸付近の低地に住民が暮らしている

• パプアニューギニアではどのように避難したか？
（距離を稼ぐ、高台へ登る）

• 海岸で起こった音を確認したため逃げ遅れた

• 避難するための目標、日ごろから自分たちが住
んでいる地域を確認するために海抜表示は有益
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プレート完成品（田並中）
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林先生のアンケート結果

２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



プレート作成

（型紙切り）
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プレート作成（型紙貼り付け）
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完成プレート
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串本中学校設置箇所

２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



実施してみて
• ピクトグラムの話、地震、津波の話をすることで、プ
レート作成の目的を理解

• 話と作業の組み合わせで飽きさせない。
• 思ったよりもきれいにできあがった。
• 時間は５０分授業２コマで十分。

（ただし、事前準備が必要）

今後の課題
• 地域での反応は？（今後、地域の防災意識の向上に
つながっていくか？）

• 総合学習の削減
• ピクトグラムとしての認識の広がり

串本中学校では講和の１週間後、津波ピクトグラムを覚えているかテストし
たところ、すべての生徒がきちんと絵を描けた。

２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



２００４年度防災教育チャレンジプラン

２００４年度防災教育チャレンジプラン



「津波避難意識して」 校区内に海抜表示板設置 串本町立和深中

串本町立和深中学校 （久保康男校長、 生徒２９人）は１４日、津波避難の目安にしてもら
おうと、昨年１１月に制作した海抜表示板を安指、 田子の７カ所に設置した （和深地区は昨
年中に設置済み）。
表示板はアクリル製で45センチ×30センチ。津波を示す絵柄 （ピクトグラム） として和歌山、

高知、 徳島、 三重４県で共通化を検討しているデザインを使用し、 15枚作成した。海抜は４
メートルから９・３メートル。同校校舎が一番高かった。
事業は内閣府など後援し、全国の防災教育に意欲を持つ学校・団体を支援する第１回防

災教育チャレンジプランを活用。 田並、 串本中でも同様の取り組みを行っている。
この日は各学年のクラス委員ら４人が取り付け。 ３年生の坂本沙季さんは 「津波対策はま

ず避難。地区の人々が、プレートを見て、 避難の意識を持ってくれたらうれしい」 と話した。
田子の岸田憲治区長は 「スマトラ沖大地震の被害は意識の低さ。中学生が啓発すること

で、津波に関心も高まる」 と取り組みを歓迎している。
同校では昭和の南海地震体験談を聞いたり、役場担当職員から津波のメカニズムを学ぶ

など学習中。 全生徒が自宅近くの避難場所を確認するなど、意識を高めている。坂本さん
も家具に転倒防止金具を付けてもらい、 ベッドの下には履き物を用意しているという。

海抜表示板を設置する和深中生徒ら＝１４日、串本町田子

２００５/１/１６付け 南紀州新聞掲載
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